様式2-1
	
言明書
20yy年mm月dd日
事業者住所：
事業者名：
代表者役職名：
代表者名：

当社は、ISMAP-LIUサービスリストへの登録申請を行う下記クラウドサービスに関して、当該クラウドサービスの内容及びセキュリティリスク分析の結果を踏まえて、ISMAP管理基準に基づいて統制目標及び詳細管理策を選択し、必要な情報セキュリティに係る内部統制を整備及び運用しております。
なお、クラウドサービスの安全性は、クラウドサービス事業者と利用者の間での責任分担によって確保されるものであり、本文書は、クラウドサービス事業者側で実施すべき情報セキュリティに係る内部統制について言明を行うものです。

1.言明の範囲と対象期間
（１）対象クラウドサービス名称
	対象としたクラウドサービス名称を記載する。



（２）対象範囲
	本言明書の対象となるクラウドサービスの範囲を記載する。
一つのクラウドサービス名称であっても、その傘下に複数のサービスがある場合等、どのサービスを対象にしているのか具体的に記載する。
また、この言明の対象外となるサービスを利用してここに記載するサービスを提供している場合(例えば、SaaS事業者で、基盤部分を他社が提供するクラウドサービスを利用している場合)、その範囲及び利用しているサービスを明示し、言明書の対象外になる旨記載をする。
また、対象となるリージョン[footnoteRef:1]を記載する[footnoteRef:2]。 [1:  クラウドサービスを提供する情報処理設備を収容するデータセンターが設置されている独立した地域。]  [2:  本言明書の対象となるクラウドサービスにおいて、ユーザが選択できる全てのリージョンを記載すること。その際、リージョンは国以下の単位で記載すること。また、データの処理等において言明したリージョン以外のリージョンで処理等が行われる場合には、その旨も記載を行うこと。] 





（３）システムと情報セキュリティに係る内部統制の全体像の記述
	クラウドサービス事業者の概要、サービスを提供するためのシステムの論理構成(物理層からアプリケーション層まで)及び本言明書の対象となるサービス範囲、情報セキュリティに係る内部統制の詳細な状況等を別添1に記載する。




（４）対象管理策とクラウドサービス事業者の統制内容
	本言明書の対象として選択したガバナンス基準、マネジメント基準及び管理策基準の統制目標を記載する。対象とする統制目標を除外する場合には、その除外理由も記載する。
統制目標に紐付く詳細管理策と、それに対応するクラウドサービス事業者の統制内容は別添2に記載する。対象とする詳細管理策を除外する場合には、その除外理由も別添2に記載する。




（５）対象期間
	言明内容のうち、本制度における監査業務の対象となる期間を記載する。



2.後発事象 
	前項の期間以降、実施結果報告書の日付までに発生した後発事象を記載する。




3.特記事項 
	本制度における監査業務を実施する上で特記すべき事項がある場合には、その旨及び内容を記載する。










（様式2-1　記載例）
	
言明書
20yy年mm月dd日
事業者住所：
事業者名：
代表者役職名：
代表者名：　　　　　　　印


当社は、ISMAP-LIUサービスリストへの登録申請を行う下記クラウドサービスに関して、当該クラウドサービスの内容及びセキュリティリスク分析の結果を踏まえて、ISMAP管理基準に基づいて統制目標及び詳細管理策を選択し、必要な情報セキュリティに係る内部統制を整備及び運用しております。
なお、クラウドサービスの安全性は、クラウドサービス事業者と利用者の間での責任分担によって確保されるものであり、本文書は、クラウドサービス事業者側で実施すべき情報セキュリティに係る内部統制について言明を行うものです。

1.言明の範囲と対象期間
（１）対象クラウドサービス名称
	XXXクラウドサービス



（２）対象範囲
	本言明書の対象となるクラウドサービスには、以下のサービスが含まれる。
	サービス名
	概要
	補足説明

	aaaaa
	翻訳サービスの提供
	プラットフォームはXXX社のクラウドサービスYYY（台帳記載No.999999）を利用して提供しており、この言明書の対象外となる



本言明書の対象となるクラウドサービスにおいて、ユーザが選択できるリージョンは以下である。
	・AAAリージョン
	・BBBリージョン
	・CCCリージョン

	・DDDリージョン
	・EEEリージョン
	・FFFリージョン







（３）システムと情報セキュリティに係る内部統制の全体像の記述
	◆クラウドサービス事業者の概要
クラウドサービス事業者の概要、サービスを提供するためのシステムの論理構成(物理層からアプリケーション層まで)及び本言明書の対象となるサービス範囲、情報セキュリティに係る内部統制の詳細な状況等は別添１に記載する。




（４）対象管理策とクラウドサービス事業者の統制内容
本言明書の対象として選択したガバナンス基準、マネジメント基準及び管理策基準の統制目標は以下のとおりである。なお、統制目標に紐付く詳細管理策と、それに対応するクラウドサービス事業者の統制内容は別添2に記載している。
		統制目標番号
	統制目標番号
	統制目標番号
	統制目標番号
	統制目標番号
	統制目標番号
	統制目標番号 

	x.x.x
	x.x.x
	x.x.x
	x.x.x
	x.x.x
	x.x.x
	x.x.x

	x.x.x
	x.x.x
	x.x.x
	x.x.x
	x.x.x
	x.x.x
	x.x.x

	x.x.x
	x.x.x
	x.x.x
	x.x.x
	x.x.x
	x.x.x
	x.x.x



本言明書で対象としない統制目標及びその除外理由は以下の通りである。なお、詳細管理策の除外理由は別添2に記載している。
	対象外となる
統制目標番号
	除外理由

	x.x.x
	

	x.x.x
	

	x.x.x
	






（５）対象期間
	言明内容のうち、本制度における監査業務の対象となる期間は、20XX年XX月XX日～20XX年XX月XX日までの期間です。



2.後発事象 
	対象期間後、運用基盤の変更が発生しており、来期以降の情報セキュリティに係る内部統制に影響を与える可能性があります。



3.特記事項 
	· 諸環境（内外の規制、技術等）の不可抗力の変化が、将来的に当社に及ぼすかもしれないリスクについて、言明しておりません。
· 20XX年X月において新サービスの提供開始を予定しており、当該サービスは本言明書の対象外です。







[bookmark: _GoBack]様式2-1別添1

システムと内部統制の全体像の記述

◆クラウドサービス事業者の概要
クラウドサービス事業者の概要を記載する。




◆本言明書の対象となるクラウドサービスの概要本言明書の対象となるクラウドサービスの概要を記載する。





◆本言明書の対象となるクラウドサービスを含むシステム概要と本言明書の対象範囲本言明書の対象となるクラウドサービスを含むシステム概要と本言明書の対象範囲を記載する。





◆本言明書の対象となっている(XXX株式会社)の全社的な内部統制本言明書の対象となるクラウドサービス事業者の全社的な内部統制を記載する。







（別添1の記載例）

システムと内部統制の全体像の記述

◆クラウドサービス事業者の概要当社は、クラウド型の営業支援、在庫管理を提供する会社です。





◆本言明書の対象となるクラウドサービスの概要・aaaaa
本サービスは・・・・・・・・
・bbbbb
本サービスは・・・・・・・・







◆本言明書の対象となるクラウドサービスを含むシステム概要と本言明書の対象範囲
本言明書の対象となるクラウドサービスを含むシステム概要と本言明書の対象範は以下の通りです。（※下記は一例であり、必ずしもシステム概要図を用いる必要はない）





[image: ]



◆本言明書の対象となっている(XXX株式会社)の全社的な内部統制
・統制環境
XXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXX
・伝達と情報
XXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXX
・リスク評価
XXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXX
・モニタリング活動
XXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXX
・統制活動
XXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXX
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